
ご
あ
い
さ
つ

自
治
会
長

小
川
与
志
男

平
成
十
六
年
申
年
を
迎
え
、
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

に
は
自
治
会
運
営
に
格
段
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す

さ
て

今
回
当
町
に

千

。

、

「

僧
供
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
と
い

う
、
組
織
が
出
来
ま
し
た
。
若
い
人

た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら

先
を
見
据
え
、
各
々
の
方
面
か
ら
、

明
る
く
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
た
取
り
く
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
委
員
会
も
誕
生
し
て
ま
だ
ま
だ
日

も
浅
く
、
今
後
共
に
皆
様
の
暖
か
い

ご
協
力
と
、
深
い
ご
理
解
を
仰
ぎ
た

く
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
と
し
ま
し
て
も
今
後
の

活
動
に
対
す
る
期
待
は
大
変
大
き
い

所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
今

回
の
広
報
誌
の
第
一
回
目
の
発
刊
に

対
し
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
益
々

の
ご
発
展
を
皆
様
方
と
共
に
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
発
刊
に
あ
た
っ
て

委
員
長

馬
場

茂
喜

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
近
年
、
住
民
の
手
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
か
ら
、
市

内
で
も
多
く
の
自
治
会
で
積
極
的
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

千
僧
供
町
で
も

「
誰
も
が
永
く
住

、

み
つ
づ
け
た
い
町
・
誇
れ
る
町
に
」

と
の
想
い
か
ら
、
自
治
会
に
お
い
て

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
発
足
時
の
お
知

ら
せ
で
す
で
に
ご
理
解
を
い
た
だ
て

い
る
と
お
り
で
す
。

委
員
会
で
は
、
活
動
の
柱
と
し
て

①
美
し
い
景
観
と
、
快
適
な
環
境
づ

く
り
。

②
文
化
と
歴
史
を
学
び
、

後
世
に
継
承
す
る
。

③
住
民
の
安
ら
ぎ
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
を
考
え

る
。

④
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
町
。

の
４
つ
を
定
め
、
町
の

誇
る
古
墳
群
や
多
く
の
文

化
遺
産
を
護
り
な
が
ら
、

こ
れ
ら
と
共
存
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
標
語
・

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
決
定

や
バ
ザ
ー
の
開
催
な
ど
、

宣
伝
活
動
に
重
点
を
置
い

た
取
り
組
み
に
勉
め
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
後
は
目

的
の
達
成
に
向
け
、
委
員

一

人

一

人

が

同

じ

立

場

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

事
業
に
取
り
組
み
、
じ
っ

く
り
確
実
に
進
め
ら
れ
る

様
に
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｋ
Ｊ
法

を
導
入
し
町
内
が
か
か
え

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

や
問
題
点
を
整
理
し
て
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

町
内
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
に
感
心
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
に
、
メ
ン

バ
ー
と
し
て
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

、 、『 、まちのシンボル供養塚古墳をベースに 中央に椿の花を配したこのマークは 完璧な魅力と誇り
つつしみ深くて気取らない優美さ』の意味をもち、魅力ある町にとの思いを表現しています。
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ﾏ ｰ ｸ の
意 味

千僧供町まちづくり委員会規約

第１条 目的 この規約は、住民が主体となって、自分た[ ]
ちの地域の住環境を改善していくことを目的とする。

第２条 名称 この組織は 千僧供町まちづくり委員会 以[ ] 「 」（
下委員会と称す）とする。

第３条 委員会の事務所 この委員会の事務所は千僧供町[ ]
会議所内に置く。

第４条 事業 この委員会は自治会の事業として運営し、[ ]
第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。
１、美しい景観と快適な環境づくり
２、文化と歴史を学び、後世に継承するまちづくり
３、住民の安らぎ、コミュニティなどを考えるまちづ

くり
４、安心・安全に暮らせるまちづくり

第５条 役員 この委員会につぎの役員をおく。[ ]
１．会長（自治会長）１名 ２．委員長 １名
３．副委員長 ２名 ４．事務局長 １名
５．事務局次長 １名 ６．会計 １名
７．幹事 委員より若干名
８．顧問、相談役をおくことが出来る。
）委員の任期は特に定めない。(1
委員は会長が委嘱する。

（ ）役員の任期は２年とする。2
ただし再任は妨げないものとする。
なお会長は当該年度のみとする。

（ ）委員長は委員の中から互選により選任する。3
（ ）他の役員は委員長が指名する。4

第６条 会議 この委員会に次の会議を設ける。[ ]
１．委員会（委員全員による）
２．幹事会（第５条の役員による）

第７条 経費 この委員会の運営に要する経費は、まち[ ]
づくり委員会協力金（自治会補助金 、寄付金、市な）
どからの目的別助成金、その他。

第８条 会計年度 本会計年度は 月 日に始まり翌年[ ] 4 1
３月３１日に終わる．

第９条 決議 委員会の運営に必要な事項は、委員会で[ ]
決めることが出来る。
附則 この規約は、平成 年４月１日より施行する。15



ま
ち
づ
く
り
委
員
会

活
動
の
足
跡

（
誕
生
か
ら
今
日
ま
で
）

平
成
十
四
年
十
二
月
十
七
日

第
一
回
設
立
準
備
会
の
開
催

平
成
十
五
年
二
月
五
日

第
二
回
設
立
準
備
会
の
開
催

三
月
十
四
日

第
三
回
役
立
準
備
会
の
開
催

三
月
二
三
日

組
長
会
に
於
て
『
千
僧
供
町
ま
ち

づ
く
り
委
員
会

（
仮
称
）
の
設

』

立
に
つ
い
て
協
議
、
承
認
さ
れ
る

三
月
末
日

各
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
る

五
月
五
日

準
備
委
員
会
の
開
催

五
月
二
五
日

第
一
回
千
僧
供
町
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
開
催
（
趣
旨
説
明
・
規
約

の
承
認
・
役
員
選
出
な
ど
）

六
月
三
日

第
一
回
役
員
会
の
開
催

六
月
中
旬
〜
七
月
六
日

干
僧
供
町
の
標
語
・
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
募
集

七
月
十
二
日

第
二
回
委
員
会
の
開
催
（
規
約
の

決
定
・
標
語
、
マ
ー
ク
の
一
次
選

考
な
ど
）

七
月
二
九
日

第
二
回
役
員
会
の
開
催
（
標
語
、

マ
ー
ク
の
選
考
会
と
発
表
・
表
彰

に
つ
い
て
他
）

八
月
五
日

標
語
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
選
考
会

（
市
長
・
館
長
・
連
合
自
治
会
長

・
小
学
校
教
諭
他
）

八
月
十
二
日

第
三
回
委
員
会
の
開
催
（
選
考
会

の
結
果
と
発
表
・
表
彰
、
バ
ザ
ー

に
つ
い
て
他
）

八
月
三
十
日

第
四
回
委
員
会
の
開
催
（
バ
ザ
ー

の
準
備
、
表
彰
式
の
役
割
分
担
、

今
後
の
活
動
等
）

＝
と
て
も
多
く
の
品
物
を
提
供

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
＝

九
月
七
日

バ
ザ
ー
開
催
（
午
前
十
時
よ
り
）

標
語
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
表
彰

式
（
午
後
三
時
半
よ
り
）

十
月
五
日

第
一
回
幹
事
会
の
開
催
（
文
化
祭

へ
の
参
加
・
今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
）

十
月
十
九
日

第
五
回
委
員
会
の
開
催
（
文
化
祭

へ
の
参
加
・
今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
）

十
一
月
三
十
日

第
六
回
委
員
会
の
開
催
（
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
別
協

議
）

十
二
月
二
一
日

標
語
の
看
板
作
成
グ
ル
ー
プ

（
モ
デ
ル
看
板
の
作
成
）

以
上
が
設
立
の
準
備
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
の
活
動
及
び
会
議
の
報
告

で
す
が
、
特
に
標
語
と
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
募
集
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十

四
点
と
六
十
八
点
の
大
変
多
く
の
応

募
が
あ
り
、
川
端
市
長
さ
ん
は
じ
め

選
考
を
お
願
い
し
た
方
々
一
同
に
と

て
も
感
心
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
九
月
七
日
に
開
催
し
た
バ
ザ
ー
で

は
お
陰
様
で
三
万
八
千
円
の
収
益
を

上
げ
さ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
活
動
の
資
金
と
し
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定

「
標
語
看
板
作
成
グ
ル
ー
プ
」

、
小
川
敏
秋

松
本

繁

児
玉
智
広
、
小
川
春
夫

看
板
作
成
に
つ
い
て
の
問
題
点

作
成
経
費
の
稔
出

・
経
費
が
全
然
な
い
の
で
一
個
だ
け
モ

デ
ル
を
作
成
し
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
募

集
を
す
る
。
事
業
所
、
団
体
、
個
人

な
ど

・
モ
デ
ル
作
成
も
同
様
に
経
費
が
な
い

の
で
メ
ン
バ
ー
の
「
小
川
組
」
さ
ん

に
ス
ポ
ン
サ
ー
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ

快
諾
を
得
た
の
で
モ
デ
ル
作
成
経
費

と
す
る
。

モ
デ
ル
の
作
成

・
メ
ン
バ
ー
夫
々
が
看
板
イ
メ
ー
ジ
、

書
体
の
工
夫
、
看
板
の
装
飾
イ
メ
ー

ジ
、
本
体
ベ
ー
ス
の
色
塗
り
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
切
り
ぬ
き
な
ど
を
事

前
準
備
の
上
作
成
す
る
。

そ
の
他

・
標
語
は
、
最
優
秀
作
品
を
看
板
に
す

る
。

・
十
ケ
所
位
を
作
成
目
標
と
す
る
。

・
掲
示
板
な
ど
の
複
合
タ
イ
プ
も
検
討

す
る
。

・
住
宅
案
内
板
、
マ
ッ
プ
の
作
成
グ
ル

ー
プ
と
の
連
携
も
検
討
す
る
。

・
モ
デ
ル
作
成
に
よ
り
作
成
単
価
と
労

力
を
予
測
す
る
。

「
Ｋ
Ｊ
法
研
究
グ
ル
ー
プ
」

藤
居

剛

小
川
広
司
、
小
川
公
子

Ｋ
Ｊ
法
と
は
、
川
喜
田
二
郎
さ
ん
と

い
う
方
が
、
発
案
さ
れ
た
問
題
解
決
の

方
法
の
こ
と
で
す
。

町
内
で
車
の
通
り
ぬ
け
が
多
い
と
い

っ
た
身
近
な
問
題
や
、
こ
の
先
千
僧
供

町
を
ど
の
よ
う
に
住
み
よ
い
町
に
し
て

い
く
か
等
を
、
こ
の
Ｋ
Ｊ
法
を
使
っ
て

改
善
の
方
法
を
見
い
だ
し
て
い
き
ま
す
。

「

」

住
宅
案
内
板
作
成
グ
ル
ー
プ

久
郷

勇

小
川

敏
信
、
小
菅

好
美

坂
田
美
智
代
、
富
永
美
奈
子

住
宅
案
内
板
作
成
に
つ
い
て

①
千
僧
供
町
に
見
合
っ
た
地
区
別
の
拡

大
版
を
作
成
す
る
。

大
千
僧
供
・
小
千
僧
供
・
六
枚
橋
・

山
ノ
下

４
地
区
の
拡
大
版

千
僧
供
町
全
体
図
な
ど

②
設
置
揚
所
は
目
立
つ
揚
所

車
の
止
め
に
く
い
所
を
避
け
、
誰
も

が
見
ら
れ
る
場
所
に
設
置
。
一
般
的

な
案
内
図
で
は
な
く
千
僧
供
町
の
名

所
等
を
入
れ
カ
ラ
フ
ル
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
案
内
板
の
作
成

（
マ
ッ
プ
作
成

。

グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
名
所
等
も
取
入
）

③
住
宅
案
内
図
の
表
示
に
つ
い
て

世
帯
主
の
氏
名
を
ど
う
す
る
か
？

二
世
帯
的
な
家
は
ど
ち
ら
の
氏
名
を

載
せ
る
か
？
若
い
世
帯
側
に
す
る
？

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
貼
付
、
標
語
の

看
板
も
共
有

④
住
宅
案
内
図
本
体
に
つ
い
て

木
枠
に
カ
ラ
ー
鋼
板
を
貼
り
、
ペ
ン

キ
（
塗
料
）
に
て
地
図
を
記
入
が
基

本
ス
タ
イ
ル
。
予
算
次
第
で
は
耐
久

性
の
い
い
材

料
を
使
用
予
定

⑤
資
金
に
つ
い
て

予
算
ゼ
ロ
に
て
の
ス
タ
ー
ト
、
千
僧

供
町
住
民
の
協
力
を
依
頼
、
無
料
で

材
料
を
頂
け
る
物
を
入
手
。
千
僧
供

町
に
は
企
業
・
商
売
・
自
営
さ
れ
て

い
る
所
が
多
数
あ
り
、
広
告
（
目
印
）

の
取
入
れ
と
し
広
告
料
を
依
頼

⑥
次
回
活
動
予
定

他
の
町
の
住
宅
案
内
図
な
ど
を
参
考

に
す
る
。
住
宅
案
内
図
の
下
画
き
の

準
備
、
製
作

「
マ
ッ
プ
作
成
グ
ル
ー
プ
」

小
川
敏
博

馬
場
和
美
、
中
島
英
美

小
川
薫
、
河
村
記
代
美

マ
ッ
プ
作
成
の
今
後
の
活
動
と
し
て
、

ま
ず
ど
の
よ
う
な
マ
ッ
プ
に
す
る
か
を

検
討
す
る
為
、
グ
ル
ー
プ
全
員
で
資
料

集
め
を
行
う
事
に
し
ま
し
た
。
他
の
市

町
村
や
観
光
地
で
作
成
さ
れ
て
い
る
色

々
な
マ
ッ
プ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
資
料
を
集
め
、
そ

れ
ら
を
参
考
に
千
僧
供
町
の
マ
ッ
プ
構

成
を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
僧
供
町
の
見
所
を
誰
が
見
て
も
わ

か
り
や
す
く
、
ま
た
歴
史
あ
る
千
僧
供

町
に
ふ
さ
わ
し
い
マ
ッ
プ
に
仕
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
市
町
村
マ
ッ
プ
な
ど

資
料
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
に
お
貸
し
頂
け

る
と
助
か
り
ま
す
。

「
広
報
グ
ル
ー
プ
」

小
川
博
久

小
川
由
一
、
馬
場
茂
喜

年
二
回
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

千
僧
供
町
の
み
な
さ
ん
に
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
の
活
動
計
画
及
び
、
活
動
状
況

を
伝
え
ま
す

「
み
な
さ
ん
の
声
」
の
覧

。

で
、
毎
回
皆
様
方
の
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
に
対
す
る
期
待
、
意
見
を
掲
載
し
、

住
民
が
一
体
と
な
っ
た
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
よ
う
広
報
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
僧
供
町
の
古
墳
、
文
化
財
な
ど
を

毎
回
紹
介
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
、

わ
が
町
の
歴
史
に
興
味
も
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
し
、
後
世
に
残
せ
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
家
の

方
に
来
て
頂
い
て
、
勉
強
会
な
ど
も
行

な
い
、
知
識
を
ふ
か
め
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
千
僧
供
町
の
、
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
掲
載
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
人

口
に
つ
い
て
、
グ
ラ
フ
な
ど
で
紹
介
し

て
み
ま
し
た
。
千
僧
供
町
の
年
齢
別
人

口
な
ど
ご
存
じ
で
し
た
か
。
み
な
さ
ん

に
教
え
て
あ
げ
た
い
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
広
報
グ
ル

ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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千僧供町の
人口動態

100

200

300

400

500

600

700

83 88 93 98 03 年

人  （戸）

世帯数 男

女 計
千僧供町の
年代別人口

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0-9 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-99年齢

人 男

女
計

「

」

東
京
か
ら
の
お
客
さ
ん

九
月
二
二
日
に

「
古
墳
・
遺
跡

、

等
を
見
学
す
る
会
」
の
グ
ル
ー
プ
十

名
の
方
が
、
千
僧
供
古
墳
群
を
見
学

に
来
ら
れ
ま
し
た
。
市
よ
り
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
の
ほ
う
に
案
内
の
依
頼

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当
日
、
易
行

寺
住
職
、
小
川
と
み
さ
ん
（
馬
渕
史

談
会
メ
ン
バ
ー
）
に
お
願
い
し
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
メ
ン
バ
ー
三
名
が

同
行
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
は
住
蓮
坊
古
墳
で
、
易

行
住
職
よ
り
住
蓮
坊
安
楽
坊
の
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
住
蓮
坊
は
、
な
ぜ
、
こ
の
千
僧。

」

供
の
地
で
処
刑
さ
れ
た
の
で
す
か

と
た
い
へ
ん
素
朴
で
難
し
い
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
点
に
お

い
て
も
、
し
っ
か
り
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
勉
強
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
次

に
供
養
塚
古
墳
、
こ
こ
で
の

、「

、

、

質
問
は

ど
ち
ら
が

北
で
す
か

ど
ち
ら
が
塚
の
頭
で
す
か

」
と
い

。

う
こ
と
で
し
た
。
方
位
は
答
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
現
在
の
地

図
に
発
掘
さ
れ
た
塚
の
全
形
を
、
載

せ
た
資
料
が
無
く
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
発
掘
当
時
の
航

空
写
真
を
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

よ
り
い
た
だ
き
、
今
回
の
供
養
塚
古

墳
紹
介
に
も
掲
載
し
ま
し
た
。
次
に

岩
塚
古
墳
、
石
室
に
感
動
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
次
に
、
ト
ギ
ス
塚
古
墳
、

最
後
に
椿
神
社
を
案
内
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
質
問
は
「
三
重
県
に
も

椿
神
社
が
あ
り
ま
す
が
、
何
か
関
係

が
あ
る
の
で
す
か

」
と
の
事
で
し

。

た
。
又
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
神
社
に

詳
し
い
方
が

「
こ
の
こ
ま
犬
は
新

、

し
い
物
だ
が
、
木
の
こ
ま
犬
は
珍
し

い
で
す
よ

」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま

。

し
た
。

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
一
言

＊

案
内
板
と
か
詳
し
い
地
図
が
無

い
為
、
自
分
た
ち
だ
け
で
廻
る
事

が
で
き
な
い
。
住
蓮
坊
は
県
道
、

国
道
の
近
く
だ
か
ら
、
標
織
が
あ

れ
ば
、
わ
か
り
や
す
い
。

（

、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
今
回

マ
ッ
プ
作
り
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
早

期
に
千
僧
供
古
墳
の
マ
ッ
プ
を
完

成
さ
せ
ま
す

）
。

＊

近
江
八
幡
市
歴
史
民
俗
資
料
舘

に
資
料
を
お
願
い
し
た
が
、
送
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
。

、

。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

珍
し
い

（
こ
の
た
び
、
市
と
千
僧
供
町
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
と
の
行
き
違
い

で
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
へ
遺
跡

の
資
料
が
送
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

ま
す

）
。

【

、

、

】

古
墳

寺

遺
跡
を
見
学
す
る
会

の
グ
ル
ー
プ
の
紹
介

各
県
の
古
墳
等
を
月
一
回
位
ま
わ

っ
て
お
ら
れ
、
年
一
回
泊
ま
り
で
遠

く
へ
出
か
け
ら
れ
て
お
ら
れ
る
東
京

。

、

江
東
区
近
辺
の
方
々
で
す

去
年
は

湖
東
の
古
墳
、
安
土
風
土
記
の
丘
、

な
ど
野
洲
、
湖
東
町
を
訪
れ
ら
れ
、

大
変
好
評
だ
っ
た
の
で
今
回
は
、
近

江
八
幡
（
千
僧
供
古
墳
群

、
八
日

）

市
（
雪
野
山
古
墳
群
）
を
車
二
台
で

廻
り
、
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
委
員
の
紹
介

千
僧
供
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
名
簿

平
成

年
５
月

日
作
成

15

25

会
長
（
自
治
会
長
）

小
川

与
志
男

委
員
長

馬
場

茂
喜
（
馬

場
）

副
委
員
長

小
川

敏
秋
（
馬

場
）

小
川
公
子
（
小
千
僧
供
）

事
務
局
長

小
川

廣
司
（
北

浦
）

事
務
局
次
長

小
川

由
一
（
堂
街
道
）

会

計

小
川

博
久
（
北

浦
）

幹

事

久
郷

勇
（
堂
街
道
）

小
川

敏
博
（
小

川
）

（

）

河
村
記
代
美

小
千
僧
供

藤
居

剛
（
山
ノ
下
）

富
永
美
奈
子
（
六
枚
橋
）

小
菅

好
美
（
六
枚
橋
）

相
談
役

水
谷

利
男

小
川

繁
雄

委

員
馬
場

和
美
（
馬

場
）
小
川

敏
信
（
小

川
）小

川

薫
（
小

川
）
児
玉

智
広
（
北



千
僧
供
探
訪

①
供
養
塚
古
墳

（

）

県
指
定
文
化
財
史
跡

供
養
塚
古
墳
は
、
古
墳
時
代
中
期

（
約
千
五
百
年
前
）
の
古
墳
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
知
ら
れ
、
寛
文
二
年

に
領
主
福
富
平
左
衛
門
と
い
う
人
が

掘
っ
た
時
に
、
古
鏡
・
水
晶
・
刀
な

ど
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は

残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

昭
和
八
年
二
月
に
、
馬
渕
小
学
校

へ
通
ず
る
通
学
道
路
造
成
に
土
取
場

と
さ
れ
、
採
土
の
途
中
に
、
石
室
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
刀

剣
・
短
甲
「
横
矧
鉄
板
鋲
留
式
の
板

鎧
」
が
出
土
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
三
年
に
樹
脂

加
工
の
修
理
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
千
僧

供
町
の
町
有
と
し
て
大
切
に
保
管
さ

れ
、
市
指
定
文
化
財
（
昭
和
四
十
五

年
）
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
、
県
営
圃
場
整
備

に
伴
い
発
掘
調
査
の
結
果
、
帆
立
貝

式
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
し
か
も
後
円
部
に
は
、
幅
約
四

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
八
メ
ー
ト
ル
を
測

る
、
ほ
ぼ
長
方
形
を
呈
す
る
「
造
り

出
し
」
を
設
け
る
比
較
的
、
稀
な
古

墳
で
す
。
さ
ら
に
周
豪
内
か
ら
は
、

墳
丘
部
お
よ
び
外
堤
よ
り
、
転
落
し

た
多
量
の
埴
輪
「
普
通
円
筒
埴
輪
や

朝
顔
形
埴
輪
を
主
体
に
、
家
（
八
棟

以
上

・
衣
蓋
・
靱
・
人
物
・
馬
・

）

鶏
等
の
形
象
埴
輪
が
セ
ッ
ト
」
が
出

土
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
形
象
埴
輪
は
、
濠
内
で
も

造
り
出
し
に
対
峙
す
る
外
堤
側
よ
り

集
中
的
に
認
め
ら
れ
、
こ
う
し
た
あ

り
方
か
ら
い
わ
ゆ
る
外
区
の
存
在
が

推
察
さ
れ
ま
し
た
。

「
参
照
文
献
」

滋
賀
文
化
財
だ
よ
り

№
７
４
・
№
５
３

近
江
八
幡
の
古
文
化

馬
渕
学
区
歴
史
の
あ
ゆ
み

調
査
時
の
全
景
写
真
（
昭

年
）

57

み
な
さ
ん
か
ら
の
声

第
１
号
発
刊
に
あ
た
っ
て

近
年
、
隣
接
の
集
落
で
ま
ち

づ
く
り
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
が
千
僧
供
町
に
と

っ
て
“
ま
ち
づ
く
り
元
年

。
”

私
た
ち
町
民
も
楽
し
く
気
軽
に

協
力
で
き
、
委
員
さ
ん
の
負
担

と
な
ら
な
い
、
い
つ
ま
で
も
続

け
て
い
け
る
活
動
を
期
待
し
ま

す
。

（
Ｈ
さ
ん
）

平
成
十
六
年
度
の
新
春
を
迎

え
千
僧
供
町
の
皆
様
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
地
域

発
展
に
ご
尽
力
賜
り
た
く
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

平
成
十
五
年
三
月
未
に
発
足
し

新
年
度
か
ら
会
合
が
何
回
も
持

た
れ
立
派
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

お
よ
び
標
語
も
出
来
上
が
り
、

今
後
本
格
的
に
会
議
、
ま
た
活

動
が
始
ま
る
事
と
思
い
ま
す
が
、

千
僧
供
の
「
特
色
」
が
生
か
さ

れ
た
ま
ち
づ
く
り
と
、
老
い
も

若
き
も
千
僧
供
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
う
「
人
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
委
員
会
の
活
動
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｓ
さ
ん
）

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
が
、

住
み
や
す
く
な
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
も
、
世
代
別
、

あ
る
い
は
世
代
間
の
意
見
交
換

が
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
頂

い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
、
町
民
が
誇
り
と
生
き
が

い
を
も
っ
て
、
取
り
組
む
こ
と

の
で
き
る
事
業
の
立
案
な
ど
前

向
き
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
Ｙ
さ
ん
）

ハ
ー
ド
で
も
ソ
フ
ト
で
も
、

明
る
い
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
街
灯

が
も
っ
と
明
る
か
っ
た
り
、
こ

こ
が
千
僧
供
町
っ
て
一
目
で
わ

か
る
看
板
を
作
っ
た
り
。

千
僧
供
町
の
名
の
由
来
を
知

ら
な
い
の
で
、
誰
か
教
え
て
ー
。

知
っ
た
ら
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
愛
着
が
湧
く
か
な
ー
と
思
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
皆
様
、

頑
張
っ
て
下
さ
い

（

）

。

^O
^

（
Ｔ
さ
ん
）

編
集
後
記

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
活
動
内
容

を
少
し
で
も
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

で
き
れ
ば
と
思
い
、
ま
た
い
ろ
ん
な

ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
、

広
報
を
発
刊
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

お
力
添
え
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
て
、
第
一
号
の
発
行
の
御
礼

と
い
た
し
ま
す
。
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